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増 え る 軍 事 費 減 る 賃 金

こ ん な 日 本 に 誰 が し た

平 和 産 業 バ ス 電 車

静 か な 海 に 船 浮 か ぶ

許 さ な い ！

戦 争 首 切 り 再 稼 働

グ ラ フ で は 、 日 本 の 二 酸 化 炭 素

排 出 量 は 、 ２ ０ ０ ７ 年 時 点 で 一 番

上 位 に あ る 。 ６ ０ 年 代 か ら 原 発 建

設 が 増 え た が 、 そ れ に よ る 排 出 量

低 減 は ま っ た く 見 ら れ ず 、 逆 に 急

激 に 増 え て い る 。 一 方 、 ド イ ツ や

カ ナ ダ で は 低 減 効 果 が 見 ら れ る 。

こ れ ら を 総 合 す る と 、 原 発 が 二

酸 化 炭 素 の 排 出 量 を 左 右 す る の で

は な い 、 と い う こ と が 分 か る 。 他

の 政 策 を 含 め た 総 合 的 な 対 策 が 必

要 な の だ 。

日 本 の 電 気 料 は 「 世 界 一 高 い 」

と 言 わ れ て い る が 、 ア メ リ カ の 約

二 倍 。 「 原 発 を 止 め る と 電 気 代 が

上 が る 」 と い う の は 「 原 発 の 利 権

８ ０ ０ ０ 億 円 ～ １ 兆 円 を と り 続 け

る た め に 言 う 」 と 考 え ら れ る 。 し

か も 総 括 原 価 方 式 ゆ え 、 投 資 す れ

ば す る ほ ど 、 そ の 原 価 の ３ ％ を 上

乗 せ で き る た め 、 ３
．

１
１

以 降 の 「 安

全 対 策 」 に １ 兆 円 以 上 を か け て

も 、 す べ て 「 電 気 料 」 と し て 回 収

で き る 。 だ か ら 痛 く も か ゆ く も な

い の で す 。

電 事 連 に よ る と 、 全 原 発 の 使 用

済 み 核 燃 料 プ ー ル の 保 管 容 量 は ２

万 ６ ３ ０ ト ン 。 こ の う ち ７ 割 近 く

が 埋 ま り 、 残 り は ６ ４ ０ ０ ｔ 分 。

全 原 発 が 通 常 通 り 運 転 し た 場

合 、 発 生 す る 使 用 済 み 燃 料 は 年 間

千 ト ン 。 ６ 年 ほ ど で 満 杯 に な る 計

算 で す 。 各 原 発 の 使 用 済 み 核 燃 料

を 受 け 入 れ て い た 青 森 県 六 ヶ 所 村

の 再 処 理 施 設 も ２ ８ ６ ０ ト ン に 達

し 、 限 界 （ ３ 千 ト ン ） が 迫 っ て お

り 、 昨 年 ８ 月 か ら は 受 け 入 れ が 行

わ れ て い な い 。

Ｕ Ｐ Ｚ 区 域 内 の 自 治 体 は １ ５ 道

府 県 ４ ５ 市 町 村 か ら ２ １ 道 府 県 １

３ ５ 市 町 村 に 。 対 象 と な る 住 民 も

７ ０ 万 人 か ら ５ ０ ０ 万 人 近 く に 急

増 し た 。

避 難 計 画 に は 避 難 先 や 避 難 ル ー

ト 、 移 動 手 段 、 支 援 が 必 要 な 高 齢

者 ら の 人 数 把 握 な ど が 求 め ら れ て

い る 。 原 子 力 防 災 の 経 験 が な い 自

治 体 が あ る こ と に 加 え 、 広 域 で の

調 整 が 必 要 な 課 題 も 多 い 。 策 定 済

み は １ 月 末 現 在 で ５ ８ 市 町 村 に と

ど ま っ て い る 。

策 定 を 終 え た 自 治 体 の 計 画 も 万

全 と は 言 い 難 い 。 入 院 患 者 や 要 介

護 高 齢 者 の 避 難 想 定 が で き て い な

か っ た り 、 道 路 が 寸 断 さ れ な い こ

と を 前 提 に ル ー ト を 決 め た り と い

っ た 問 題 が み ら れ る 。 計 画 に 基 づ

い た 訓 練 で は 、 悪 天 候 で ヘ リ コ プ

タ ー や 船 で の 避 難 を 「 断 念 」 し た

例 が 相 次 い で い る 。

病 名 は 内 頸 動 脈 閉 鎖 症 。 脳 を 写

し た 画 像 は 半 分 が 真 っ 暗 だ っ た 。

東 電 福 島 第 １ 原 発 で 事 故 処 理 に 当

た っ て い た 関 東 在 住 の 男 性 は 今 、

労 災 を 申 請 す る か 迷 っ て い る 。

焦 点 に な る の は 、 原 発 作 業 に よ

る 被 ば く と 発 症 と の 因 果 関 係 。 医

師 か ら は 「 常 識 的 に は あ い ま い 」

と 説 明 さ れ た が 、 男 性 は 納 得 で き

な い 。 「 体 の 異 常 は 原 発 作 業 が 原

因 と し か 考 え ら れ な い 。 事 故 処 理

に 関 わ る 前 に 撮 っ た 脳 の 断 層 撮 影

（ Ｃ Ｔ ） は 正 常 だ っ た 。 そ れ な の

に 「 普 通 だ っ た ら 生 き て い ら れ な

い 」 と 医 師 か ら 言 わ れ る ほ ど の 症

状 に 陥 っ た 。 他 の 原 発 で も 働 い た

経 験 が あ る 男 性 に と っ て 、 福 島 第

１ 原 発 の 現 場 は 驚 き の 連 続 だ っ

た 。 働 き 始 め た の は ２ ０ １ １ 年 暮

れ 。 そ れ か ら 約 １ 年 半 勤 務 し た 。

仕 事 は 他 の 作 業 員 の 被 ば く 線 量

検 査 。 雨 の 日 に は 、 作 業 員 の 雨 具

を は さ み で 切 っ て 脱 が せ た 。 放 射

性 物 質 を 含 ん だ 水 滴 が 何 度 も 飛 び

ＮＯ
４６

２０
１４
．４

反戦
・平

和、
人権

発
行

石
川
県
平
和
運
動
セ
ン
タ
ー

金
沢
市
西
念
３
－３

－５
℡

０７
６－
２３
３－
２１
７０

環境
の火

を消
すな

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ｈｔ
ｔｐ
：／
／ｉ
－ｐ
ｅａ
ｃｅ
－ｉ
ｓｈ
ｉｋ
ａｗ
ａ．
ｃｏ
ｍ／


